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府立富田林高等学校 

校長  上田 信雄 

令和７年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

120年を超える伝統を有する本校は、グローバル教育や科学教育など幅広い先進的な教育を通して、地域や世界と協働しながら深い教養と探究心・

豊かな人間性を涵養し、「地球的視野を持って未知の課題に挑み、地域や社会に貢献するグローカル・リーダー」を育成する。 

＜生徒に育みたい力＞ 

(1) グローバルな視野とコミュニケーション力 

(2) 論理的思考力と課題発見・解決能力 

(3) 社会貢献意識と地域愛 
 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

（１） 新学習指導要領の確実な実施のため、各教科・科目においては、確かな学力を育成すべく観点別評価を踏まえた授業・評価サイクルづくりを念頭に授業

改善に取り組み、知識・技能はもとより、思考力・判断力・表現力及び、生徒の主体性・協働性を育む。 

ア 「授業改革推進委員会」を核として、観点別評価を踏まえた授業改善に組織的かつ恒常的に取り組む。 

イ 各教科において「学び」を可視化し、当該教科に留まらず教科横断的なカリキュラムマネジメントを推進する。 

   ウ 「オンライン学習研究委員会」を核として「１人１台端末」の効果的活用を学校全体で進め、生徒の学びを支援、深化させる。 

      ※（生徒対象）学校教育自己診断における授業満足度(R04: 85％、R05:90%、R06:89%)を向上させ、令和９年度も90％以上を維持する。 
 

２ 高い志をはぐくみ、進路実現をめざす取組み 

（１） スーパーサイエンスハイスクールとして、南河内地域科学教育のセンター的役割を果たす。「探究」と「貢献」をキーワードに教育活動を組み立て、国際

社会に貢献しようとする高い志をもつ人材を育成し、進学実績の向上を図る。 

ア 科目「グローカル探究」では、「地域と連携した探究貢献活動」を展開するとともに、大学や研究機関との連携による先進的な理数系教育を実践し、社

会への貢献意識及び自己実現意識を育み、世界とつながり活躍できる科学的人材を育成する。 

イ・進路指導実現のため、進路指導部及び学力向上戦略委員会が中心となって、キャリア教育も含め様々な取組みの具現化を図る。 

 ・国公立大学進学者の合格者数（現役合格 R04:85名、R05:72名、R06:98名）について、令和９年度には現役で100名以上をめざす。同時に自己実現の志

を高く維持させ、難関大学（京都、大阪、神戸等）への受験者増を図り、令和９年度には現役合格者数30名以上をめざす。 

※（生徒対象）学校教育自己診断における進路指導の満足度(R04: 91％、R05:94%、R06:94%) 令和９年度も90％以上を維持する。 

また、（保護者対象）学校教育自己診断における進路指導の満足度(R04: 79％、R05:80%、R06:78%)を向上させ、令和９年度に85％をめざす。 
 

３ 豊かな感性とたくましく生きるための健康・体力をはぐくむ取組み 

（１） 充実した学校生活こそが「生きる力」の源泉になることから、富田林中学校からの進学者と高等学校からの入学者がともに学ぶことにより学校行事・部

活動等の一層の充実を図る。 

ア ＜生徒に育みたい力＞の育成に向けて、学校行事を充実させるとともに部活動を奨励する。 

  イ 国際社会の一員として必要な人権意識・マナーを醸成し、互いに高め合う、あたたかな仲間づくりを進める。 

  ウ 通級指導教室へ生徒が参加しやすい環境を整える。また、生徒・保護者への周知に努める。 

  ※（生徒対象）学校教育自己診断の学校行事満足度（R04: 94％、R05:95%、R06:96%）令和９年度も90％以上を維持する。 

（２）異文化交流や共同研究による国際教育を推進する。 

    ア 国際交流（アメリカ、台湾、オーストラリア、タイ、ベトナム等）を継続し、充実を図る。 

イ・台湾の姉妹校やアメリカの交流校との関係を継続するとともに、海外修学旅行や海外研修等を通じて新規姉妹校の開拓を図る。 

 ・グローバル人材の育成に向け、多様な海外研修を計画、実施する。 

※（生徒対象）学校教育自己診断結果で国際交流等についての評価（R04: 85％、R05:91%、R06:92%）令和９年度も90％以上を維持する。 
     

４ 中高一貫校としての「スクール・ミッション」等の明確化と地域・保護者との連携 

（１） 中高一貫校として「スクール・ミッション」「スクール・ポリシー」を踏まえ、富田林中学校からの進学者と高等学校からの入学者がともに学ぶことによ

り教育活動の充実を図る。 

ア 中高一貫の観点で「スクール・ミッション」「スクール・ポリシー」を踏まえ、中学校および高等学校の校務分掌を有機的に関連付けて協働させ、学校

全体で共通認識を図る。 

イ 全国の中高一貫校やSSH校等の教育先進校を視察し、各校の取組みに学び、中高６年間の教育内容を常に検討し改善に努める。 

ウ SSH指定校として相応しい学校Webページとなるよう随時改修しながら、質・量ともに充実した情報発信に努める。 

※（保護者対象）学校教育自己診断における情報発信の満足度(R04: 93％、R05:95%、R06:94%)令和９年度も90％以上を維持する。 

（２）地域・保護者と連携し、魅力ある学校づくりをすすめる。 

ア コミュニティ・スクールとして地域と連携のもと魅力ある学校づくりを進めるとともに地域貢献を推進する。 

イ 教育環境を整備し、安全・安心な学校づくりに努める。 

※学校教育自己診断における学校満足度(生徒対象 R04: 94％、R05:92%、R06:92% ／ 保護者対象 R04: 92％、R05:93%、R06:92%)について令和９年度も90％

以上を維持する。 
 

５ 働き方改革の推進 

 （１）業務の効率化を図り、職員の心身の健康を維持・増進する。 

   ア 「大阪府部活動の在り方に関する方針」に則った部活動指導を行い、また全校一斉定時退庁日の徹底等により在校時間を定められた上限の範囲内にする。 

   イ 全般的に校務や業務分担を見直し、民間や外部人材活用等アウトソーシングの観点も取り入れ、業務の軽減・効率化を図る。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和７年 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 [R６年度値] 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１） 

ア 「授業改革推進委員会」

を核として、観点別評価を

踏まえた授業改善に組織

的かつ恒常的に取り組む。 

 

 

 

 

 

イ 各教科において「学び」

を可視化し、当該教科に留

まらず教科横断的なカリ

キュラムマネジメントを

推進する。 

ウ 「オンライン学習研究委

員会」を核として「１人１

台端末」の効果的活用を進

め、その情報共有を図る校

内体制を構築し、生徒の学

びを支援、深化させる。 

（１） 

ア・45 分×７限授業（高校全学年 33 単位）によ

り学校生活をデザインするとともに、新学習

指導要領の確実な実施を行う。 

・各教員が「思考を促す授業」を心掛け、「主

体的・対話的で深い学び」の授業デザインを

もてるようにする。 

・生徒による「授業アンケート」を７月、12 月

に実施し、全教員による授業改善シートを作

成する。 

イ・各教科、科目の各単元等が、育む力とどのよ

うに関連付けられているか見直すことによ

り、カリキュラムマネジメントを進める。ま

た、探究等他教科・科目との教科横断的な観

点で内容の配置や精選について検討する。 

ウ・オンライン学習研究委員会を中心に、授業に

おける端末の効果的な具体的実践について

情報共有を図る。 

（１） 

ア・（生徒対象）学校教育自己診断におけ

る授業満足度 90％以上を維持向上

させる。[89％] 

・（生徒対象）学校教育自己診断「深く考

えさせる授業が多い」85％以上を維

持向上させる。[88％] 

・２回の「授業アンケート」を実施し、

全教員による授業改善シートが作成

されたか。[100％] 

イ・（教員対象）学校教育自己診断「授業

方法や生徒の状況について話し合う機

会が多い」85％以上をめざす。[76％] 

 

 

ウ・（生徒対象）学校教育自己診断「学校

は１人１台端末を効果的に活用して

いる」90％以上をめざす。[93％] 

 

２ 

高
い
志
を
は
ぐ
く
み
、
進
路
実
現
を
め
ざ
す
取
組
み 

（１） 

ア 科目「グローカル探究」

では、「地域と連携した探

究貢献活動」を展開すると

ともに、大学や研究機関と

の連携を深め、国際社会で

活躍できる力、社会への貢

献意識及び、自己実現意識

を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

イ・進路指導実現のため、進

路指導部及び学力向上戦

略委員会が中心となって、

キャリア教育を含め様々

な取組みの具現化を図る。 

・国公立大学進学者の現役合

格者数72名と、難関大学

（京都、大阪、神戸等）へ

の合格者数14名の維持向

上を図る。  

（１） 

ア・本校の SSH（実践型）の目標（課題解決に向

けた科学的探究力及びその探究力の基礎と

なる思考力・判断力・表現力を育成するプロ

グラムの開発）を具現化するプログラムを実

行し、その成果を分析する。 

・SSH として、「グローカル探究」において、地

域（行政、大学、研究機関、企業、NPO 等）

との連携や海外との交流を基礎に、ゼミ形式

で探究活動を進め、学年末には中学とともに

学年での発表や地域フォーラムを開催する。

南河内地域の科学教育のセンター的役割を

果たす。 

 

 

 

イ・本校独自の「学習見える化システム」を活用

し、全生徒に将来の目標設定を促す。 

・生徒・保護者への進学説明会を適宜実施す

る。特に、拡大しつつある「学校推薦型選抜」

「総合型選抜」についての情報提供を充実さ

せる。 

・キャリア教育をはじめとする各種説明会の

実施や、「進路だより」の発行等を通じて、

進路についての情報提供を充実させる。 

・生徒のニーズを捉えた進学講習を充実させ

る。 

 ・外部模擬試験の結果等の振り返りを、データ

に基づき効果的に実施する。 

（１） 

ア・（生徒対象）学校教育自己診断「『探

究』などの学習活動によって、深く

考える力等が身につく」80％以上を

維持向上させる。[88％] 

・（教員対象）学校教育自己診断「生徒

は探究活動によって、深く考える力

等が身についた」90％以上を維持向

上させる。[82％]  

・（教員対象）学校教育自己診断「SSH

の取組みは進路実現に役立つ」90％

以上を維持。[91％] 

・地域（行政、大学、研究機関、企業、

NPO 等）を巻き込んだ地域フォーラ

ムを 20 団体以上の参加を得て開催

できたか。[21 団体] 

イ・生徒の「見える化システム」の利用

率 100％を維持する。[100％] 

 ・学校教育自己診断における進路指導

の満足度について、生徒対象は 90％

以上を維持向上させ[94％]、保護者

対象は 80％以上を維持する。[78％] 

 ・（生徒対象）学校教育自己診断「講習

等で進路達成に必要な学力が身につ

く」90％以上を維持向上させる。

[91％] 

 ・模擬試験結果をデータに基づき振り

返る取り組みを２回以上実施する。

[７回]  
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（１） 

ア ＜生徒に育みたい力＞

の育成に向けて、学校行

事を充実させるととも

に部活動を奨励する。ま

た、中高一貫した部活動

指導も図る。 

イ 国際社会の一員として

必要な人権意識・マナー

を醸成し、互いに高め合

う、あたたかな仲間づく

りを進める。 

 

 

 

 

 

（２） 

ア 国際交流（アメリカ、台

湾、オーストラリア、タイ、

ベトナム等）を継続し、充

実を図る。 

イ・台湾の姉妹校やアメリカ

の交流校との関係を継続

するとともに、海外修学旅

行や海外研修等を通じて

新規姉妹校の開拓を図る。 

 ・グローバル人材の育成に

向け、多様な海外研修を計

画、実施する。 

 

 

（１） 

ア・体育祭や文化祭等をはじめ、学校行事全般に

おいて、グローカル・リーダーの資質を涵養

すべく、生徒の自主性を引き出す行事運営を

行う。 

 ・中学校とも合同で部活動を実施することによ

り、多様な観点を育む。 

イ・これまで実施してきた研修内容を踏まえ、新

たな研修計画を立案する。 

・生徒主体の校則の見直しを進めながら、挨拶

運動、遅刻指導に取り組み、生活マナーを向

上させる。 

・中高一貫した「いじめ基本方針」に基づき、

いじめを許さない仲間づくりを計画的に実

施する。 

 

（２） 

ア 海外での交流の可能性を探りつつ、ICT も活

用しながら様々な国の生徒との交流を図る。 

 

 

イ・多様な海外研修を計画し、それぞれの研修の

ねらいを明確にしつつ各企画を立案、実施す

る。 

・スマートスクール「モデル校」指定を受け、

海外（アメリカ、フィリピン、ネパール、フ

ランス等）の高校生等とテレビ会議システム

を活用し、共同研究等に取り組む。 

 

（１） 

ア・（生徒対象）学校教育自己診断結果に

おける行事満足度 90％以上を維持

する。[96％] 

・部活動加入率 90％以上を維持する。

[92％] 

 

 

イ・時代のニーズに合致した人権研修を

生徒５回、教職員２回程度実施する。

[生徒５回教職員２回] 

・（生徒対象）学校教育自己診断結果に

おける生活指導に対する理解 85％

以上をめざす。[86％] 

・（生徒対象）学校教育自己診断結果に

おけるいじめのない学校づくりに対

する満足度 90％以上を維持向上さ

せる。[92％] 

（２） 

ア 海外の２校以上の学校と交流を続け

ていく。[３校] 

 

 

イ・ねらいを明確にした海外研修プラン

を検討し、参加者 20 名以上（中高）

で実施する。[39 名] 

・（生徒対象）学校教育自己診断「学校

は海外修学旅行、海外研修、国際交

流等を通してグローバルな視野とコ

ミュニケーション力の育成に努めて

いる」90％以上を維持向上させる。

[92％] 

・海外の学校とのテレビ会議システム

を活用した共同研究等を、生徒 40 名

以上が関与する形で実施する。[21

名] 

 

４ 

中
高
一
貫
校
と
し
て
の
「
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
等
の
明
確
化
と
地
域
・
保
護
者
と
の
連
携 

 

（１）  

ア 策定した「スクール・ミ

ッション」「スクール・ポリ

シー」を踏まえ、中高一貫

の観点から中学校と高等

学校の校務分掌を有機的

に関連付けて協働させ、学

校全体で共通認識を図る。 

イ 全国の中高一貫校やSSH

校等の教育先進校を視察

し、各校の取組みに学び、

中高６年間の教育内容を

常に検討し改善に努める。 

ウ SSH指定校として相応し

い学校Webページとなるよ

う随時改修しながら、質・

量ともに充実した情報発

信に努める。 

（２） 

ア コミュニティ・スクール

として地域と連携のもと

魅力ある学校づくりを推

進するとともに地域貢献

を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 教育環境を整備し、安

全・安心な学校づくりに努

める。 

（１） 

ア・中学、高校それぞれの対応する分掌を協働的

に機能させる。 

 ・策定した「スクール・ミッション」「スクー

ル・ポリシー」を踏まえ、中高の各取組みに

ついての共通認識の深化を図る。 

 

 

イ 全国の中高や SSH 校を視察してその取組み

を学び、中高一貫教育を推進させるためのカ

リキュラムや組織体制を充実させる。 

  

 

ウ ４年前に全面改訂した学校 Web ページを随

時改修し、各組織においては定期的な情報更

新に努める。 

 

 

 

（２） 

ア・学校運営協議会を通して、学校運営や学校の

課題に対して、保護者や地域の住民の方々が

学校運営に参画できるよう努める。 

・「めざす学校像」の共有化を図るとともに、

コミュニティ・スクールについての情報収集

を継続する。 

・地域（行政、大学、研究機関、企業、NPO 等）

との連携を踏まえた「グローカル探究Ⅰ」の

成果発表会である地域フォーラムを開催す

る。 

 

 

 

イ 生徒、教職員が快適に過ごせる教育環境を整

備する。教育相談委員会の中高連携を強化

し、全教職員での共有化を図る。 

（１） 

ア・（教員対象）学校教育自己診断におけ

る分掌等の機能や中高の協働性につ

いての３項目の評価平均 50％以上

をめざす。[42％] 

  

 

 

イ 中高一貫校や SSH 校を視察し、先進

校情報を収集する。  [３校視察] 

 

 

 

ウ （保護者向け）学校教育自己診断に

おける情報発信の満足度 90％以上

を維持する。[94％] 

 

 

 

（２） 

ア・学校教育自己診断における学校満足

度について、生徒対象[92％]、保護

者対象[92％]ともに 90％以上を維

持する。 

・地域フォーラムやオープンスクー

ル、地域公開授業等、地域や保護者

に対して学校を開く機会を５回以上

作る。[８回] 

・地域（行政、大学、研究機関、企業、

NPO 等）との連携を踏まえた「グロ

ーカル探究Ⅰ」の成果発表会である

地域フォーラムを、前年度規模以上

で開催できたか。[21 団体]  

イ （生徒対象）学校教育自己診断「困

っていることや悩みを相談できる先

生がいる」80％以上を維持。[82％] 
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（１） 

ア「大阪府部活動の在り方に

関する方針」に則った部活

動指導を行い、また全校一

斉定時退庁日の徹底等に

より時間外勤務を縮減す

る。  

 

イ 全般的に校務や業務分

担を見直し、民間や外部人

材の活用等アウトソーシ

ングの観点も取り入れ、業

務の軽減・効率化を図る。 

（１） 

ア 「大阪府部活動の在り方に関する方針」の

徹底を図り、全校一斉定時退庁日の呼び掛

けを強化し定時退勤を促す。また、月毎の

時間外勤務の総時間を職員にフィードバッ

クして働き方見直しへの契機を作り、時間

外在校時間が上限（45 時間／月）を超えな

いようにする。 

イ・校務の見直しを行い、ルーティン化してい

る業務の廃止もしくは効率化を進め、軽減

を図る。 

 ・教育活動において民間の教育産業と連携す

る等、アウトソーシング化を図る。 

（１） 

ア ノークラブデーや全校一斉定時退庁

日が徹底されているか。特に全校一

斉退庁日を徹底し、一人当たりの１

ヶ月平均時間外勤務（令和５年度 

46 時間 26 分）を削減する。[令和６

年度 12 月までで 35 時間 35 分] 

 

 

イ・校務の見直しを図り、二つ以上の業

務の廃止をめざす。［１業務］ 

 ・進学講習等において、アウトソーシ

ングが図れたか。［２年、３年］ 

 ・ア、イとも、（教員対象）学校教育自

己診断結果における富田林高校での

勤務満足度 85％以上をめざす。

[58％] 

 

 


